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••••••••• 編　集　後　記 •••••••••

◇北京 2022 オリンピック冬季大会が終了し，気が付くと三月
です．本 3号より，冊子ではなく電子版「ぶんせき」による
配信がスタートし，情報配信のスタイルが時代の流れに合わ
せて変化しています．
◇新型コロナ感染症拡大防止のため，機関誌「ぶんせき」編集
委員会の開催スタイルも，オンライン開催がスタンダードに
なり 2年が経過します．WEB会議は誰もが「ドラえもんの
どこでもドア」を手に入れた状況，という名言をおっしゃる
のは，北海道支部副支部長 坂入正敏先生で，今号の「とび
ら」の中で執筆なさっています．「どこでもドア」を手に入
れたい，という憧れを持ったことがある人は多いのではない
でしょうか．
◇ 2022 年 5 月 14 日（土） ，15 日（日） 開催の第 82 回分析化
学討論会のオンラインによる事前参加登録は始まっていて締
切は 4月 13 日（水）です．お早目の登録をお待ちしており
ます．
◇今号の「リレーエッセイ」の中で佐藤雄介先生（東北大院
理）がおっしゃる「コロナ禍のためオンサイト学会に参加で
きない状況はとても辛く」と共感する読者は多いのではない
かと思います．
◇新型コロナワクチン接種 3回目も始まり 5月の討論会の頃は
感染者数のピークを脱していることを願ってやみません．開
催予定地である茨城大学水戸キャンパスでお会いしたいです

ね． 〔A. T.〕

「ぶんせき」次号掲載予定

〈と び ら〉　

研究開発の道のり 村松康司

〈入門講座〉　レーザーを用いる分析技術

レーザー誘起ブレークダウン分光法の基礎と 

産業プロセスへの応用 出口祥啓

〈解　　説〉　

食品産業におけるMALDI-MS 微生物同定の展開 宮下　隆

〈ミニファイル〉　衛生と安全

安全な水の供給と浄水処理 川﨑直人

〈話　　題〉　

シングルセルでどこまで分かる？ 

～1 細胞質量分析の現状と展望～  水野　初
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